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ア ン ケ
ー ト調査 の概要

1 目的

新潟大学に在籍する外国人留学生 の勉学
･ 研究お よ び 日常生活状況を把握する こ と によ り､

留学生 に対する福利厚生 ､ 修学支援 ､ 授業､ 研究環境 ､ 課外活動な どの 現状 を改善する こ と

を目的とする ｡

2 調査対象

留学生全員 (420 名) 平成1 7 年度 1 月 末現在在籍の留学生 ｡

3 調査方法

平成1 7年 1 月24 日 に留学生全員 に ア ン ケ
ー ト (①留学生自身に つ い て②日本語に つ い て③

研究に つ い て④チ ュ
ー

タ
ー 制度につ い て⑤留学生活に つ い て (住居 ､ 健康､ ア ル バ イ ト ､ 奨

学金 な どを含む) と いう五 つ の柱を中心 に して) を日本語 ､ 英語､ 中国語及 び韓国語で作成

した) を郵便で届けられた住所に送付 し､ ア ンケ
ー トに回答 して もらい ､ 同封 した返信用封

書に入れ て ､
2 月 4 日締め きりで ､ ポス トに投函して もら っ た ｡

4 回答者数
.

1 68 名 (40 % )

ア ン ケ
ー ト集計に つ い て

Ⅰ 本人 につ い て

1 - 1 出身国

回答者は実に16 8名 に達 した ｡ こ の 数は留学生総数の 40 % に及 ぶ もの で ある ｡ 数年間に実

施した 同様の ア ンケ
ー ト調査で は回答者数78 名で あり､ 25 % であ っ た ｡ 以前行っ た ア ン ケ -
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トは項目が多くて ､ なおか つ すべ て日本語で あり､ 留学生 にと っ て は答えに くか っ たもの と

思わ れ る｡ さらに各部局を通 じて配布回収 した の で ､ 提出しなくて も い い と思 っ た の で はな

い か ｡ 今回各自郵送 と い う形をと っ た の で ､ 多く回収できた と思 っ て い る ｡ 忙しい 中､ 丁寧

に 回答してくれ た留学生 に感謝した い ｡

回答者の 出身国は25 カ 国で ､ ア ジ アが8 9 % に も達 し､ 国別で は中国が84 名 ､ 50 % の 回答者

が あ っ た ｡ 次 い で韓国12 名､ 7 % ､ マ レ ー シア1 0 名､ 6 % と続い た ｡ 新潟大学に留学して い

る学生の 出身国の ほと ん どが ア ジ ア諸国で ある の で当然 の 答えで あろう｡

1 - 2 男女比

男女比 に つ い て はほ ぼ 同数であ っ た ｡

1
-

3 年齢

い わ ゆ る日本で言う
一

般的な大学生 の 年齢に当た る留学生 はわ ずか 6 名 しかおらず､ 留学

生 の 年齢構成は かなり高い もの である こ とが わか っ た ｡ こ れ は新潟大学の 留学生 の ほと ん ど

が大学院生で あるか らで ある ｡

1 - 4 留学経験

大部分 の学生 は ､ 日本 - の 留学経験は初 めて で ある｡

1 -

5 滞在年数

日本 での 滞在年数である が ､
一

年未満の 学生 と 四年以上 の 学生が 同数で あ っ た ｡

1 - 6 学部別 費用

学部生 は62 名 ( 工学部11 名､ 経済学部16 名､ 以下法学部11 名と続く) で ､ 大学院生 は100 名

( 医歯学総合研究科35 名､ 自然科学研究科2 9 名､ 以下現代社会文化研究科20 名と続く) で あ

る ｡

私費留学生 は75 名で ､ 国費及び 国費に準ずる公的な外国政府派遣 ､ 新潟県費派遣留学生 は

77 名にも及 んだ｡ 今回の 回答者の お よそ半数は国費及び公的な奨学金をもら っ て い る留学生

か らであ っ た ｡ 比較的恵まれて い る彼らからの 回答か ら留学生 の生活や勉強ぶ りを考える の

は危険で ある ｡ 本来ならば私費留学生 の 多くか ら回答を寄せ て い ただきか っ た ｡

Ⅱ 言語に つ い て

2 - 1 言語使用

日本が話せ ば使い た い とい う学生と 日本に い るから日本語を使っ た 方が い い と いう学生が

比較的多く ､ 日本語がわからなくて も い い と いう学生 はほ とん ど い なか っ た ｡ た だ､ 研究 ､

勉強 に際して ､ 英語が い い と いう学生も少なか らずい た ｡

2 - 2 日本譜 の 必要性

日本語が必要か と い う設問である が ､ テ レ ビを見ると きは
一

番多く ､ 次い で授業や発表の

時､ 試験､ 先生か らの 指導､ 教科書や論文を読む時と続い て い る ｡

2
-

3 省略

2
-

4 日本譜を勉強 して るか

91 名の学生が今も日本語を継続して勉強 して い るが､ 64 名もの学生 は今は勉強して い か ､

と答えて い る ｡ その 理由として ､ 専門の 勉強は忙 しい か らが
一

番多か っ た ｡ また勉強及 び研
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究に 日本語が必要 か - と い う答えも多か っ た｡ 十分な日本語 を話せ るか ら必要が か
､学生 も

い た ｡

日本語 の学習方法と して は ､ 国際セ ン タ
ー

の 日本語 ク ラス で勉強 して い ると答えた学生 が

一

番多く ､ 次い で自分で勉強 して い る が続 い て い る ｡

Ⅲ 人間関係に つ い て

3
- 1 指導教員

指導教員 と どの く らい 会 っ て い ますか と い う設問で あるが ､ 意外にも毎日会うと
い う学生

は い なか っ た ｡ 週 に
一

回が38 % ､ 週 に 二 回が34 % で あ っ た ｡ 三 ケ月 に
一 回や ほ とん ど会わな

い 学生もそれぞれ 8 % も い た ｡

3
-

2 指導に つ い て

ほ と ん どの 学生が研究上 の 指導を受けて い て ､ 62 % にも達 して い る ｡ 又生活上 の相談に行

く学生 は19 % で ある｡ その 反面 ､ 何も して くれな い 指導教授は 7 % も い た ｡ 留学生と ほ と ん

ど会わ ない ､ 指導しない 教員が い る と は驚きで ある ｡

3 - 3 自由意見

3 - 4 チ ュ
ー

タ
ー

･

チ ュ 丁 タ
-

は い ると答えた学生 は66 名で80 名の 学生 は い か 1 と答えた ｡ チ ュ
ー

タ
ー

が何を

してくれるか と い うこ と に つ い て は ､ 生活上の 相談と ､ 研究上 の 指導が それぞれ27 % を占め

る ｡ つ い で 日本語 の 指導が23 % ､ 何も してくれ な い と答えた の は ､
1 5 % も い た ｡ チ ュ ー

タ
ー

には謝金が報酬 と して支払われ て い るの に ､ 何も し か ､ とは どうい う こ とだ ろうか ｡

必要か 否かと言う こ とに つ い て は ､ 必要でな い と答えた の が
一 番多か っ た ｡ 又チ ュ

ー

タ
ー

制度そ の もの を知ら ない 留学生も多く い た ｡

3 - 5 自由意見

3 - 6 日本人の 友人

日本人の 友人が い ると答えた留学生は84 名で い ない と答えた学生 は75 名い た ｡ おおよ そ半

分の 留学生は 日本人の友人 が い な い と言うこ と になる ｡ 同じ国 の留学生同士 が固ま っ て い る

姿が 目に浮か んでくる ｡

知り合 っ た き っ か けの 多くは ､ 研究室が 同 じで ある とか ､ 同 じ授業､ 同 じゼ ミ ､ ア ル バイ

トが同 じである とい う回答が続 い た ｡ 友人と どんな こ とを して い るか と い う質問で は ､ 日常

会話を交わす程度がおおく ､ 次い で
一

緒に食事した り ､ 遊 んだり して い る学生 も多い ｡ 又日

本語を教 えて もら っ て い る留学生も多か っ た ｡

3
- 7 自由意見

Ⅳ 新潟大学で の留学生括に つ い て

4 - 1 現在の 住所

五 十嵐､ 大学南 ､ 内野地区に住んで い る留学生が69 % ､ また旭 町地域 に住んで い る と思わ

れ る学生 も21 % い た ｡ 概 して大学の 近隣 に住居を持つ 学生が多か っ た ｡

-
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4
-

2 住居形態

キ ッ チ ン ･ バ ス 付きの アパ ー トや マ ン シ ョ ン に住んで い る学生 が5 6 % も い た ｡ 国際交流会

館や学生寮に住ん で い る留学生もそれぞれ1 2 % ､ 10 % い た ｡ ホ ー ム ス テイ して い る学生 は い

なか っ た ｡

4
-

3 学生寮 ･ 国際交流会館

学生 寮 ･ 国際交流 会館 - の 入居希望 者は11 5 名に もお よ び ､ 入居希望者が多 い こ と を物

語 っ て い る ｡ そ の 理 由と して は ､ 第
一

に安い か らと い う こ と で あ っ た ｡ 又近 い と言う こ と

や ､ 多くの 友人と知り合えるか ら とい う答えも多か っ た ｡ 学生寮 ･ 国際交流会館 は安く入居

でき ると言う こ とと ､ そ こ で 多く の 学生 と交流 でき るとい うメ リ ッ トがある よう に思 える ｡

本学の学生寮 ･ 国際交流会館は留学生全員が入居 で きる には ほ ど遠 い 施設で あるが ､ 留学生

が入居 した い と い う希望が ある と言うこ とを考える べきであろう｡

4 - 4 住居 の 斡旋

す ぐに住み た い アパ ー トな どが見つ か りま した か ､ と い う設問 で は ､
は い と答えたの が ､

46 % で ､ い い えと答えたの が13 % であり､ 時間がか か っ たと答えた の が44 % で あ っ た ｡

4 - 5 保証人問題

すぐに探し得な い 理 由と して は､ 保証人がなか なか 見つ か らない こ と があげら れよう｡ 指

導教員が保証人に な っ て い る と答えたの は5 2 % であり ､ 他 の教員や 日本人の 友人 に依頼 して

保証人 にな っ て もら っ て い る留学生も多く い る ｡

国際セ ン タ ー で は以前に機関保証と い うこ とを検討した こ と があ っ たが ､ 指導教員にと っ

て はや はり頭の 痛い 問題 であろう｡

4
-

6 通学方法

通学方法はや はり留学生の 多くが大学の 近く に住んで い るせ い か
､ 徒歩と自転車で通学し

て い る と い うの が ほ と ん どで ある ｡ 両方合 わせ て実 に88 % にも及ぶ ｡

4 - 7 通学時間

上記 の 問 い に呼応す るか の ように ､ や はり通学時間は15 分以内と答えたもの は1 22 名､ 79 %

で あ っ た ｡ 人数的に は非常に少ない が ､ 一 時間以上か けて通学して い る学生も い た ｡

4 -

8 平均収入

1 ケ月の 平均収入で ある が ､ 10 万以上 と答えた学生 は多く､ 68 名 い た ｡ た だ 5 万 円以下の

学生も41 名で あ っ た ｡ 今回答えてくれ た留学生 は ト 6 で回答の あ っ た ように国費及 び国費に

準ずる学生が多く ､ 大多数を占め る私費留学生か らの 回答は少なか っ た ｡ 従 っ て実際には留

学生の 収入は も っ と少な い もの で あろうと思われる ｡

4
-

9 平均支出

4 - 8 の項 で見られた ように ､ 収入が多 い の で ､ 当然支出も多くなる ｡ 5 万以上 と答えたの

は124 名､
84 % で ある ｡ 5 万 円以下 と答えた学生 も い る し､ 3 万 円以下 と答えた 学生 もい た ｡

苦学生と い う言葉は今や 日本の 学生 の 中で は余り聞か ない が ､ 留学生 の 中で は ､ まだ苦学生

と いう言葉は生 きて い る ｡

- 10
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4
-

1 0 ア ル バ イ ト経験

ア ル バ イ トを した こと が か ､ 留学生の 方が多か っ た ｡ 約半数が ア ル バ イ トを経験 して い な

い
｡ 何回も言うが ､ 国費及 び国費に準ずる学生が多い か らで あろう｡ かなり恵ま れた留学生

たちで あろう｡ た だ理系や医歯学系の 学生 は実験や実習な どで ア ル バ イ トど こ ろで は か
､ か

も知れな い ｡ ア ル バ イトの 効用に つ い て は ､ た だお金を儲 ける と言うだけで なく ､ 日本人や ､

日本社会を了解する上で も､ 留学生 にと っ て は有益なもの となり得る こ と だ ろう｡

ア ル バ イ トの 職種に つ い て は ､ サ
ー ビ ス 業が最も多く ､ 約半数を占め て い る ｡ 紹介先は知

り合 い 或い は自分で探すと い うの が多か っ た ｡ 大学で紹介を受けると い うの はわずか12 名だ

けで あ っ た ｡ 本学の 学生 課 によ る ア ル バ イ ト紹介で は ､ 留学生不可 と な っ て い るも の もあ

り ､ 留学生 にと っ て は厳 しい もの とな っ て い る ｡ 何と か改善する方向で持 っ て行 け か
､ もの

か ｡

週あたり の アル バ イト時間は ､ 1 0 時間から20 時間が最も多く ､ 46 % を占め る ｡ 20 時間以上

アル バ イ トを して い る学生も12 % い た ｡

4
-

1 1 痛気

新潟大学に入 っ て病気にな っ た こ と が あるか と い う設問で ある が ､ 65 % の 学生10 4 名がか

か っ た こ と が あると答えて い る ｡ 異 国の 地で病気に なると い うこ と は ､ 非常に心細 い こ とで

あり ､ 寂 しさを感 じる もの で ある ､ 健康で あ る こ と が留学生括に と っ て
一 番重要で あ る と

言 っ ても過言 で はない ｡

4
-

12 健康状態

現在健康状態が い い と答えた学生 は ､ 6 4名しか お らず､ あと の 大部分 の 学生 は何かしか身

体に異常がある か ､ 精神的 に問題がある よう に思える ｡ 精神的な治療を受けて い る学生と､

精神的に 問題が あるが ､ 治療を受けて い ない 学生を合 わ せ ると ､
1 2名の 学生が精神的な疾患

が あるようだ｡ 精神的な病気､ つ まり心 の 病気に つ い て は ､ 表面上 はわ からな い 場合 がある

の で
､
カ ウ ン セ ラ

ー

や 相談業務担当者が ア ン テ ナを張り め ぐらせ る必要が ある かも知れ な

い ｡

4 - 13 保健管理セ ン タ
ー

本学に は ､ 保健管理 セ ン タ
ー があり､ 新潟大学の 学生 の健康状態に つ い て治療行為及 び相

談を受けて い る｡ た だ残念な こ と に ､ 留学生の 多くは ､ 保健管理 セ ン タ
ー

に行 っ た こ と は な

い と答えた もの が1 03 名にも達 した ｡ また行 っ たが役に立 たな い と答えた学生は1 8 名も い た ｡

留学生 にと っ て は保健管理 セ ン タ
ー

がほ ど遠 い と こ ろ にあるもの と思われ ても仕方 か ､ で あ

ろう｡

4
-

14 健康診断

健康診断で も受けた こ と が か
､留学生 は90 名い た ｡ 5 8 % を占め る ｡ 健康状態を自分 で知っ

てお く こ と は ､ 大変重要な こ とで あるが ､ 受診状況 が余りよ くない の は ､ どうい う原因なの

であろうか｡

4
-

1 5 留学の理由

日本 に留学 した理由は ､ 千差万別で あるが ､ や はり専門レ ベ ル の研 究をした い が2 7 % で あ
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り､ 日本語や 日本文化を学びた い とい うの が26 % であ っ た ｡ 学位の取得が こ れに続き､ 23 %

である ｡

4 - 16 新潟大学に入学 した 理由

本学に留学 した理由は ､ 指導を受けた い 教員 が い る が33 % で第 一

位を占め ､ 続い て ､ 専門

レベ ル が高い (3 8 % ) ､ 知り合 い が い る (3 0 % ) ､ と続く ｡ 留学生の 支援や サ ー ビス な どが充

実して い る と答えた もの は ､ わずか1 0名 ( 6 % ) であ っ た ｡

4
-

17 ガ
､

イ ダンス

本学で は新入生対象にガイ ダン ス ( オ リ エ ンテ ー シ ョ ン) を行 っ て い る が ､ その理解度に

つ い て聞い てみ た ｡ 全部出来た41 名 (26 % ) ､ ほ とん ど理解できた7 0 名 (44 % ) と続き､ 7 0 %

の 学生が理解で きる と答えて い る ｡ その 反面2 1 名の 学生 が ほと ん ど全 く理解で きなか っ たと

答えて い る ｡ お そらく日本語能力の 欠如から理解できない もの と思われ るが ､
ガイ ダンス の

や り方を工 夫しなけれ ばならな い か も知れな い ｡

4 - 1 8 ガイ ダン ス の 改善点

上 記の 設問 にあるように ガイ ダ ンス に つ い て は ､ 多くの 学生 が理解 して い るが ､ や はり簡

単に ､ わかりやすく ､ ゆ っ くり説明 して欲 し い と い う意見も多くあ っ た ｡

4
-

19 留学生の 手引き

国際セ ン タ ー では全留学生を対象に して ( と くに新入生) ､ ｢ 留学生の 手引 き+ ( 日本語 ､ 英

語 ､ 中国語 ､ 韓国語版があ る) を配布 して い る が ､ あまり有効的に活用 さ れて い か ､ 実態が

わか っ た ｡ 100 名以上の 学生が ､ あまり使わ か ､ ､ ほ とん ど使わ ない と答えて い る ｡

あまり使わ か 一大きな理由は ､ や はり留学生 は今欲しが っ て い る情報があまり提倶されて

い な い と い う点 にあろう ｡ 冊子と いう形態なの で ､ ホ ー ム ペ ー

ジ の ように即時的 引青報が提

供できな い とい う欠点が見えて きたようだ ｡ 今後の 大きな課題と して考えて い きた い ｡

4 - 2 0 新潟大学ホ
ー ム ペ ー

ジ

新潟大学入学前の ､ 本学の ホ ー ム ペ ー ジ を閲覧した こ とが ある か どうか と い う設問で す

が ､ 1 14 名 (7 1 % ) の 学生が本学の ホ ー ム ペ ー

ジに アク セス した こ とがあ ると答えて い る ｡ そ

れ に比 べ て 国際セ ン タ
ー

の ホ ー ム ペ ー ジ によ くアク セス した こ と が ある と答えた の は ､ 2 5 名

(16 % ) で ､ た まに ア ク セス する は80 名 (52 % ) ､ 全く しな い と答えた の は50 名 (32 % ) で

あ っ た ｡

改善点を聞い て み たと こ ろ ､ 定期的 に更新す るが最も多か っ た ｡ 次に わかりや すく して欲

しい が続き､ 英 ･ 中 ･ 韓 の ペ ー

ジを作 っ て欲 し い と い うの も多くあ っ た ｡

4
-

2 1

佐渡旅行に参加した こ と があるか どうか聞 い て みま した ｡ ある と答えた の は ､ 96 名 (6 3 % )

で あり､ 参加 した こ と はな い と い う答えを大きく引き離 して い る ｡ 参加 しない 理由 の 多く

は ､ 知ら か ､ ､ タイミ ン グがよくな い ( 日 時設定の 問題) ､ 勉強 は忙 しい から､ と続く｡ つ ま

らな い と答えた留学生 は
一

人だ けで あ っ た の で ､ 概ね佐渡旅行に つ い て は ､ 留学生か らの 支

持を得て い る もの と考えて い い だろう ｡
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4 - 22 奨学金

現在奨学金を受給 して い る留学生 は ､ 1 26 名 (8 0 % ) にも及ん で い る ｡ 今回こ の ア ンケ
ー ト

に協力 して くれ た多くの 留学生 は奨学金を受給 して ､ あまりア ル バ イトもして い ない ､ 比較

的恵まれた留学生で ある こ と が瀧気なが らわか っ てきた ｡ 受給額も月額8 万円以上と答えた

留学生 は76 名 い た ｡

授業料の 免除 に つ い て は ､ 全額免除 の 学生 は50 名 (32 % ) ､ 半額免除 は68 名 (4 3 % ) で あ

り､ 合 わせ て75 % の留学生が何らか の か たち で免除を受けて い る ｡ た だ2 5 名の 留学生 は申請

した が許可されなか っ た と言 っ てお り ､ 又 こ の 制度を知らな い 学生も15 名い た ｡ おそ らく短

期留学推進制度で 来た学生や ､ 交換留学の 学生 にと っ て は知るよ しもな い こ とで あろう ｡

4
-

23 新潟大学の 関する情報

新潟大学に入学する前に ､ 大学の 情報を収集しま した かと い う設問 には ､
13 0 名 (8 5 % ) の

留学生が何らか の か たちで ､ 本学の情報を入手 した こ と がわ かります ｡ イ ン タ ー ネ ッ トや知

り合 い ､ 先輩か らの情報が そ の 大部分を占め て い ます｡

4
-

2 4 来日前に欲し い 情報や準備

日本に来る前に ､ どん 訓育報や 準備 が あ っ た方が い い か と い う設問 で は ､ 留学生 に対する

支援及びサ
ー ビス が73 名と

一 番多く､ 次い で入 国手続き､
ビザ情報､ 奨学金 な どと続きます｡

授業や研究よ りも､ まず知りた い 情報と して は ､ 留学生 に対 して ､ 何をサポ ー ト して くれ る

か と言うこ とが､

一

番重要なこ と で ある ｡

4 - 2 5 新潟大学の 留学生活

本学の 留学生括に つ い て どう思 っ て い るかと いう設問で は ､ 学生生活に満足 して い る と答

えた の は ､
75 名､ 次に日本人学生 と

一

緒に学生生活及び研究する こ と が プラス に な っ て い る

と い う答えは65 名で あ っ た ｡ 派遣留学生の 受け入れ に熱心 で あると いう答えも45 名あ っ た ｡

4 - 26 自由意見

4 - 27 心配 して い る こ と

留学生 に今心配 して い る こ とは ありますかと聞けば､ ほ と ん どの 学生 は ある と答えた ｡

15 6 名､ 実に97 % で ある ｡ どんな心配か と言うこ とで ある が ､ 勉強や研 究の 問題 が
一

番多く ､

次い で 日本の 文化や習慣に慣れ な い ､ 言葉の 問題 ､ 研究室 で の 交流 問題 ､ 地域の 人たちと の

交流 問題 ､ 差別問題 ､ 住居間題な どと続 い た ｡

4 - 2 8 相談

困 っ た ときに誰に相談しますか ､ と い う問い には ､ ほと ん どの留学生は相談する と答えて

い ますが ､ 誰に相談するかと いう こ と に つ い て は ､ 同 じ国の 友人が最も多く6 0 名､ 日本人の

友人が こ れ に次ぎ45 名､ い ずれ に しても友人 に相談すると い う答えが上位に来 て い る ｡ 本学

に は相談指導体制 がある はずだ が ､ 留学生たち はあまり行かない ｡ 因み に指導教員は1 6 名､

国際セ ン タ
ー

の教員 に は15 名､ 職員に は 7 名 しか行か な い ｡

4 - 2 9 国際課

留学生 と最も関係の 深 い と こ ろで ある国際課 に行きますか と い う設問で ある が ､ あまり行

か ない ､ 行 っ た こ と がな い と答えた の は117 名 (7 4 % ) おり､ よ く行くと答えた留学生を遥か
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に凌 ぐ数字と な っ て い る ｡ よ く行か な い 理由は ､ 場所がわか ら ない と答えた留学生が最も多

く ､ 73 名も い た ｡ 必要がな い と答えた の も21 名い た ｡

4
-

30 国際セ ン タ
ー

国際 セ ン タ
ー

に行 っ た こ と がある と答えた留学生 は ､
15 2 名 (93 % ) い た ｡ や はり授業や そ

の ほ か の 用事で教員サイ ドの 所に は留学生 は来 る必要 があ るの であろう｡ た だ4 - 2 9 及び ､

こ の 設問で行 っ ても助けてくれな い と いう項 目があ っ たが ､ さすが にこ れ に は誰も回答して

い なか っ た ｡ ま だ留学生か ら完全 に信頼を失 っ て は い なか っ た の だ｡ 溜飲を下 げた ｡

4 - 31 ホ ー ム ス テイ

ホ ー ム ス テイ プロ グ ラ ム を利用 した こ とがあると答えた留学生 は ､ 11 9名(73 % ) い たが ､ 知

らな い 学生や 時間が な い と答えるもの もたくさ んあ っ た ｡ ホ ー ム ス テイは地域交流 の 大きな

柱で あり､ 日本人社会を理解する上 で 一 助となるもの であるが ､ 今後はより多くの 留学生が

参加 で きるプロ グ ラム でありた い ｡

4
-

32 地域交流

どの ようなか たちで地域の 人々 と交流を してみ た い かと い う設問ですが､ 野外活動が最も

多く ､ 4 5 名､ 次い で旅行､ 日本語の 勉強 ､ 家庭訪問 ､ 困 っ た とき に手伝っ て欲し い ､ 茶道や

着物 な どの 文化的交流 と続く｡

学生 も大学の構内をでれば
一 人 の 地域 の構成員 と して存在して い る の だか ら ､ 自然な形で

地域 の 人 々 と交流が出来 るようになれ ばい い の だが｡

4
-

33 日本で の 就職

卒業後日本で就職を希望 しますか ､ と い う設問 には ､ 78 名 (48 % ) の 人が日本で就職を希

望 して い る ｡ 5 2 % は卒業後母 国に帰り､ 就職をすると い う ことなの だろう｡ こ の こ とは社会

の動向と無関係で は あるま い ｡ 昨今の 日本の 経済的不況や世界的な地位の 低下に伴う､ 他国

の 追 い 上 げに よ っ て ､ 日本市場は あまり魅力の な い もの にな っ て しま っ た観がある ｡

就職情報の 入手方法である が ､ 先輩や 友人 の紹介､ イ ン タ
ー ネ ッ トで情報を手に入れ る ､

大学の 就職部と続くが ､ 何もしな い 留学生も相当数い る の に は驚い た ｡

4 - 34 中越地震 ボラ ン ティ ア

私たちの 新潟県は ､ 昨年10月 に中越地方を震源 とする大きな地震 に見舞われま した ｡ 日本

全 国か ら多くの 方が ボ ラ ン テ ィ ア活動を行 い ､ 被災者の 救援活動に赴きま した ｡ 新潟大学で

も日本人学生や留学生 がボラ ン テ ィ ア活動を行い ま した が ､ こ れに関連する設問で ､ 積極的

に参加 した と い う留学生 は ､ 4 0名 (2 5 % ) い ま した ｡ さら に参加した い がその 方法が わか ら

な い と い っ た留学生 は ､ じ つ に11 0名にも及びま した (68 % ) ｡ 留学生の被災者の た め に何か

お手伝 い をした い とい う気持ちを､ 汲み取れ なか っ た責任を痛感する次第です｡

2 自由意見

Ⅲ - 3 研究 の 指導だけで なくて ､
どうゆう こ とで も相談に乗 っ てくれ る｡ こ ん な先生 に

会 っ て本当によ か っ たと思う ｡ / 指導教授に出会 っ て よか っ た ｡ / 今の 指導教員 で ラ ッ キ ー

だ っ た ｡ しか し､ 何かの 理由が生 じた場合指導教員を変える こ と が ､ も っ と簡単で あればい
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い と思う｡ / 勉強だけでなく ､ 生活面 も指導してくれた ら
一

番 い い と思う｡ / 親切で 頼ん だ

ら必ず手伝 っ てくれ ます｡ た だ飲み会以外の場合で も交流が出来ればい い と思 い ます ｡ / 熱

心 に指導 して くれます｡ / 親切丁寧に ご指導して い た だ い ております｡ 勉強以外の こ と で も

相談で きる間柄で す｡ / 留学生 の 生活 ､ 考え方な ど全くわか っ て い な い ｡ / とくに不満は な

い ､ うまく行っ て い る ｡ / 指導を受ける学生の 定員が あ っ たら ､ 先生 にと っ て指導 しや すく

なる の で はな い か ｡ 多人数で あれ ば個別指導が出来なくなり､ 混乱 して しまう可能性が大｡

/ 自分が気づか ない と こ ろをわ かりやすく説明 してくれます｡ / 先生と の 関係もとてもよ く

て ､ 指導方法も い い ｡ / 先生と は い い 関係で ある ｡ / あまり自由でな い ｡ 緊張ば かり して い

る ｡ 指導は熱心 で はな い ｡ 外国人に対 して偏見を持 っ て い る ｡ / 先生 と の 関係は と て も い

い ｡ 研 究上 ､ 励まして くれた り ､ 助言を してくれ る ｡ 指導方法も穏や か で あり ､ 進取の 精神

に富ん で い る ｡ / 指導は とて もよ い ｡ / 先生は私の研究や生活に関心 も持っ てくれて い る ｡

/ 授業の 時以外 ､ 特別な関係は ない ｡ 私 が 日本語 が 出来な い か ら､ 交流 は不便で ある ｡ / 日

本に根拠 の ない 留学生に と っ て ､ 指導教員はと て も頼れる存在だと思う ｡ / 仲良くや っ てま

す ｡ / 専門に つ い て ､ 熱心 の 指導 して い た だい て ､ 日本語 の 論文の 書き方まで教 えて い た だ

い て い ます｡ 心強 い 存在だ と思 い ます｡ / 先生は と ても親切で す｡ 関係は い い です｡ / 先生

とはあまり会わ なか っ た が ､ 困 っ た とき に ､ い つ も助言を して くれた ｡ 先生の 熱意を感 じる ｡

/ と ても親切で ､ ほ とん どの相 談に乗っ てくれます｡ 役に立 つ 意見も教えてくれます｡ / 日

常生活の 困り事や 日本語の チ ェ ッ ク (論文や レポ
ー ト) をして くれ ると ありがた い ｡ / も っ

と詳しく指導 して欲 しい ｡ / 関係はうまく行 っ て い ると思 い ます｡ / 満足 して い ます ｡ / 満

足 して い ます｡ と ても親切で 二 年間の ゼ ミ は良か っ たと思う｡ / 先生と は よく会わな い が ､

力にな っ て い ると思う｡ / 会社と大学の差 を知らな い ｡ / 先生は忙しい ようで すが ､ も っ と

指導して欲 しい ｡ / 心強 い ｡ /

Ⅲ - 5 チ ュ
ー タ ー が付くの が 遅か っ た ｡ 去年 4 月に入学 して ､ 去年10 月か らチ ュ

ー

タ
ー

が付きま した ｡ / 研究の こ とな ども見てくれ る ｡ 英語 が話せ て学生を信用 してくれ る人が い

い ｡ そして学生 よりも年上 の 方が い い ｡ / チ ュ ー タ
ー

制度は ､ 日本で の 生活方法を理解す る

の に役立 つ ｡ しか しチ ュ
ー タ ー はそれ にふ さわ しい 人で なければならない ｡ / とて も い い 制

度だ ｡ 学生 とチ ュ
ー

タ
ー

が い い 関係を作れた ら､ こ の 制度はうまく行く｡ 私の チ ュ
ー

タ
ー

は

完壁 にチ ュ
ー

タ
ー の仕事を した ｡ 又責任感の ある人だ っ た ｡ /

一

年の 時チ ュ
ー

タ
ー

が い ま し

た が､ 全然役に立たなか っ た ｡ 自分が指定 した り探したりする方が い い ｡ / 日本に い る 時間

にもとずい て で はなく､ 日本語 の 言語能力に つ い て必要な留学生 に した方が い い と思 い ま

す｡ / すごく い い 制度だと思 い ます｡ 留学生 の勉強や生活に役に立 つ と思 い ます｡ / 利用 し

や すくして欲しい ｡ / チ ュ
ー

タ
ー

は
一 年間ご とで は なく ､ 入学してか ら卒業まで留学生を指

導した方が安心感が生まれ る ｡ チ ュ
ー

タ
ー の 選考をも っ と厳 しく して 欲し い ｡ や る気の ない

もの が多い ｡ / 日本語 の レ ベ ル の 低い 学生 に手助け して欲しい ｡ / 日本語 の 先生 をつ けて欲

しい ｡ / 実効の ある制度で なくて は ならな い ｡ / 学識が豊 かで ､ 研究で あり､ ユ
ー モ アもあ

る ｡ い つ で もよく面倒見て くれる ｡ / 指導が よ けれ ばチ ュ
ー

タ
ー

は い らな い の で は ない か｡

/ 責任を持っ て仕事を して欲 しい ｡ / チ ュ
ー

タ
ー

が い なか っ たら ､ 問題 に出会っ た とき ､ 解
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決 してくれる先生が 必要 だ｡ / 前はチ ュ ー タ ー

が い た が ､ あまり必要性を感じなか っ た ｡ あ

まり役に立た なか っ た ｡ / チ ュ ー タ ー の 助けで ､ 日本の 生活に慣れて きま した ｡ / 自分が気

に入 っ て る専門分野の 人が欲しい ｡ 勉強､ 研 究の相談に は ､ 同じ分野 の 人 じゃ な い と相談が

出来ない と 思 い ます｡ / こ の制度はとくに留学生 にと っ て ､ 勉強及 び 日本で の 生活に欠か せ

な い もの だと思 い ます｡ 迷うと きとか ､ 悩むときに教えてくれ る人は い な い の で ､ 役に立ち

ます｡ / 学校外の 人をチ ュ ー

タ
ー

に出来 れば い い と思う｡ / 全く知らなか っ た ｡ あれ ば利用

した い ｡ / チ ュ ー タ ー

が い ま したが ､ あまり役に立た なか っ た で す｡ チ ュ ー タ ー はお 金をも

らえる の で ､ 責任感の ある人で はな い と出来な い と思 い ます｡ / 最初の 時には必要だが ､ 今

はもうい らな い ｡ / 日本に来ち れた ばかりの 方に はおすすめ ですが ､
一

年以上日本に滞在し

た 方に はあまり必要は ない ｡ メ リ ッ トがな い と思 い ます ｡ / チ ュ ー タ ー

が い る こ と は知らな

か っ た ｡ それ に つ い て の 情報が少な い と思う ｡ /
一

緒に 日本語を勉強する機会が あれ ばも っ

と い い と思う｡

Ⅲ - 7 仲良くや っ て ます ｡ / や っ ぱり日本の生活になれ る には友達を作るの が 一

番 ! と

て も親切で 丁寧｡ / 友人 は 日本を学ぶ に は
一

番 い い ｡ / と て もは ずか しや だが ､ 誠実で手

伝 っ てくれ る ｡ / と て も優 しくて付き合い やす い ｡ / 深 い 付き合 い が出来ない ｡ / 日本人の

学生 は私費留学生の ように ､ 忙 しく貧 しい 留学生と友達になりた くな い ように思う｡ / 日本

人の 友達と の 関係は ､ 気軽 に相談で きる雰囲気を作 っ て もら っ て ますの で ､ 精神的負担も軽

減しま した ｡ / 日本人が思う本当の 友達と ､ 中国人が思う友達が違うと感 じた ｡ / も っ と 日

本の 友達が欲 しい ｡ / 相談 したり ､ された りと い う関係 にはなか なか なれ ない と思 い ます｡

/ 中国人 に対 して は ､ 偏見を持 っ て い るように思えない が ､ 多くの 日本 人は ､ 心を閉 ざし､

冷淡で倣慢で ある ｡ / 日本人は礼儀正 しい が ､ 熱心 に援助 してくれな い ｡ 倣慢である ｡ しか

し交流が進 め ば友人になれ る かも ｡ 大多数の 日本人 は誠心誠意友人 になるき っ か けは を い ｡

/ 新潟大学は い い 大学なの に ､ 大学生 は どうして勉強 しな い の か ｡ ( 日本人学生は) 表面上あ

まりうわ べ だけだと感 じな い が ､ 実は心 を閉ざし､ 冷淡 で ある ｡ / 日本人 の 友人 は ､ も っ と

日本の 文化､ 日本語を学習 して欲しい ｡ / 日本人と友達に なる機会が増 えると い い ｡ / 私は

思うには ､ 日本の 学生 はと ても良くて ､ 善良で ある ｡ / 価値観の 違 い もありますが ､ 政治な

どの 敏感な話題に つ い て ､ 出来る だ け避 けるように して い ます｡ 互 い に生まれ育っ た環境を

考慮し､ 互 い に尊重 し合うこ と が非常に大事です｡ / 日本人の 友人とは仲良く付き合 っ て い

ますが ､ た まに 日本語 が通 じな い ときは ､ 英語 の言葉を出したら ､ 友達は 困る顔を して い た ｡

私も困りま した ｡ / も っ と積極的 に自分 の 意見を述 べ て欲しい で す ｡ / 国の 違 い が ある の

で ､ ど の よう に付き合 っ て い けばよ い か わかりませ ん ｡ / 勉強よ りは身近な話題をする人が

欲 しい ( テ レ ビとか ､ 最近 の ニ ュ ー ス とか) ｡ / 気軽に遊 んだりする の が難しい ｡ なんか 考え

方や 生活習慣な どが違う｡ / 深く知り合う こ とが難し い ｡ / 日本人 の 友達は何人か い ます

が ､ お世話にな っ て あり がた い と思 い ます｡ 勉強だけで なく､ 生活の 面で の 助けてくれ ま し

た ｡ / 優 しい 心を持 っ て接すれば､ 国籍とは 関係なく友達になれる / 深 い 友人関係を築くこ

と は難 しい ｡ / ぶ ん かや 国は違うが ､ い ろん なこ とを共有 して い ると思う｡ 考え方や文化な

ど､ 帰国して も友達に なろうと思う｡ / 留学生と して ､ 日本人の 友達み た い に短日ゆ っ くり
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した生活が出来な い ｡ い つ も時間が足りな い 気が する の で ､

一

緒にする機会が少な い の で ､

残念 です｡ / 日本に来る前と考えが違 っ た ｡ 個人的で 本音は言 わな い と思 っ たが ､ こ こ の 友

達は み んな優 しい し､ い い 人だと思 っ た ｡ /

Ⅳ
- 2 6 私 の研 究は とて も忙しい し､ 日本語 が余り上手で は ない の で ア ル バ イ トが 出来な

い ｡ だか らすべ て の 私費留学生 に奨学金を出して 欲しい ｡ / 私 の 部局に は日本人 の 学生 は い

な い ｡ / 奨学金 の 申請の こ と は難 しい ｡ / 日本語教育を専門に した い 学生 が た くさ ん い る

し､ 専門家と して い い 先生が い るの に ､ まだ大学院 コ
ー ス がない の は どうして で しょうか ?

( 国際セ ン タ
ー

に) / も っ と国際化に発展 して欲し い ｡ / 学生 は親切 で い つ も手伝 っ てく

れる が ､ 研究に つ い て にお意見交換な どは難 しい ように思える ｡ / 学部の 学生 は勉強に興味

がなさ そうだ ｡ 大学院の 学生 は興味が あるの で ､ 彼ら と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をと る の は おも

しろ い ｡ / 日本人 の学生た ちはも っ と勉強す べ きだ ｡ / 毎日 同 じ教室に座 っ て ､
一 緒に勉強

して い て も本当の メ ン バ
ー

になる の は難しい ｡ 日本人学生 は
一

般的に親しい が ､ 心は閉ざ し

て い る ｡ 自分 たちの 方が い い と思 っ て い る(本当はそうで なくても) ｡ / 教務課は本当は学費

免除 をさ せ た くな い と感 じた ｡ 就職の た め だ と い う証拠を持 っ て行 っ たが ダメ だ っ た ｡ 辛

か っ た ｡ / た くさ んの 留学生 の 面倒 を見なければ､ 私費留学生 を少なくすべ し｡ / 日本人学

生 にも分別 ゴミ の 教育が必要｡ 地域 によ っ て ゴ ミ の分別 が違 っ て い るの で ､ 新大周辺の ル
ー

ル - が わ か っ て い な い 学生 はたくさん い る ｡ / 日本語教育を学ぶ 人 の た め の修士 ､ 博士課程

があ っ た らい い と思う ｡ /
一

部の 日本人学生は非常に熱心 に助けてくれます｡ / 日本人の 学

生 は よく努力をすろし､ 又親切で ある ｡ / 日本人学生は よく援助 してくれ る し､ 礼儀正 しい ｡

/ 大学は留学生に も っ と実際 に適応 したサ
ー ビス を提供 して欲 しい ｡ / 学生は 良く規則を守

り､ 自律 して い る ｡ / 大都市の 大学に比 べ て ､ 留学生数も少なく､ み ん な友好的で よ い と思

い ま す｡ / 全体的 に穏や か な雰囲気に包まれ て い る と思 い ます｡ / 生協 の 人 は とて も親切

で ､ 本当にお世話に なりました ｡ / 工 学部の研 究施設 は研究の た め に は物足りな い と思 い ま

した ｡ / い ろ い ろな こ とに も っ と真剣に考えて欲 し い ｡ / 図書館の 書籍が少ない です｡ 研究

室に ある図書を借りる こ と が 出来ますが ､ 教授も忙しくて ､ 探 し出せな い し､ 自分も何回も

教授の と こ ろ に邪魔で きな い し､ なかなか借りら れま せ ん ｡ / 奨学金をも らえず､ 生活 に

因っ て い ます｡ / 深く考えた こ とは な い けど､ 日本人学生は留学生と友達になりた い と思 っ

て い るの か どうか よ くわか らない と こ ろが ある ｡ / 勉強するの は結構ま じめ だ ｡ 困る とき に

助けて もらえば良か っ た と思う｡ / 先生 たちは優 しく してくれま した ｡ / 奨学金制度に つ い

て よくわ かりませ ん ｡ / コ ン パ や り過 ぎ｡ み ん な目標が あり頑張りや さん が多 い ｡ / ス ポ
ー

ツ ク ラ ブの 支援は多い が ､ ほか の 部活に 関 して は支援が ない そうだ｡ 学生 の た め の建物が あ

る ならい い と思う(部活用 に) ｡ / 留学生と日本人学生 の 間に交流するチ ャ ンス を作 っ て欲 し

い ｡ / 新潟大学は い ろん な国の人 を受け入 れて 国際化大学だと思う｡ / み んなア ル バイ トで

忙し い で す｡ で もあまり勉強 しない ｡

Ⅳ
-

35 た くさん の い い 経験 が ある が ､ こ の ス ペ
ー ス で 説明する の は難 し い ｡ / よ い 経

験 ｡ / 新潟の 人 は私 の 国の 人と余り変わ ら ない ｡ / 書類 を書くとき英語で善か れ て い な い の

で ､ うまく書けなくて困ります｡ 英語も書類の 中に書き入 れて もらえると外国人に はよ くわ
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かる ｡ / 何人か の 新大の 人 々 は留学生 とすばら しい 関係を持 っ て い る が ､ 多く の 学生 は違

う｡ 文化はす ばら し い が ､ 余り厳格になりすぎて は い けない ｡ 人々 はオ
ー プン で なけれ ばな

らない ｡ / 私 はよ い 友人を見つ ける こ とが出来た し､ 日本で研究や 生活を楽しん で い る ｡ /

半年しか過 ご して い な い が ､ 日本の 人たち と交流 して い い 経験を した ｡ / リ ュ ッ クサ ッ ク を

電車の 中で盗まれた ｡ / 私 の研究室で は男性は誰も私に喋りか けない ｡ 男性たち は私を必要

と して い ない んだなあと思う｡ / 私 の 唯
一

の 問題は ､ 人々 が何を言 っ て い る の か理解する の

が難 し い こ と で あ る ｡ 私 の 指導教官は私を召使 い の ように扱う｡ 私を共 同執筆者には入 れ

ず､ 研 究論文を書かせ たり､ 手伝わせ る ことは不公平だと思う｡ 指導教官は私を指導 して い

る と い うの だが ､ 私 は単に使わ れて い る だ けだと思う｡ / ホ ー ム ス テイ や お祭り に行 っ た こ

と が印象深 い ｡ / 新潟の 生活で は よ い 経験が た くさんある ｡ 町は きれ い だし､ 人 々 は親切 だ

し､ そ して治安が い い ｡ / 研究プロ グラ ム の 内容は私は思 っ て い た の と違 っ て い た ｡ / み ん

な私 が結婚 した こ とを知 っ たらび っ くり して い た ｡ / 私 にと っ てとても い い 経験をした ｡ /

い い 経験 を した ｡ / 日本 で 不快な経験は ない ｡ い い 経験もあ っ たが ､ 其れ に つ い て は十分請

せな い ｡ / よ い 経験だけ｡ / 新潟の 冬は荒れ る が ､ 全体と して研究に適 した場所で ある｡ /

ホ ー ム ス テイ や小学校 ､ 高校で の 交流活動は
一

番よか っ た ｡ / 新潟は外国人に は友好的で あ

る よう に思う ｡ こ こ に住んで トラ ブ ル はな い ｡ 人 々 は い ろ い ろ手伝 っ てくれ る ｡ / 悪 い 経験

は ､ 自分の 日本語能力不足 の た め ､ 日本人を誤解 した こ と が ある ｡ い い 経験 は ､ 山古志の

人々 を励ますボ ラ ン テ ィ ア に参加した こと ｡ / 教会に日本人の 友人が い る が ､ 英語でだけし

か話さな い ｡ / 日本人は とて も親切だ と思う ｡ 新潟は私が勉強す るの には とて も便利だ ｡ /

私 の 部局 の 日本人学生は とて も好意的である ｡ / たくさん い い 経験を した ｡ こ れは親切 な日

本人の おか げで ある ｡ しか し残念な こ とに ､
とて も悪 い経験もある ｡ 自分 の不注 意で助教授

が私に肉体的なセ ク ハ ラを した ｡ / 200 5 年1 月 に 2 台の自転車を新大駅前で 盗まれた ｡ / 不

快なこ と は ､ 気候 ｡ 英語 を話せ な い 人が多い の で ､ 自分 の 希望 を言えな い ｡ い い こ と は ､

怒 っ て い て も礼儀正 しい ｡ / 日本人は とて も親切だが ､ 英語で コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンが とれ な

い ｡ / 将来の ため に自立 した い ｡ / 本音で コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン をと るの がとて も難し い ｡ そ

して 日本人 は外国人が外国人が 関わ っ て ､ 何 かが起 こ っ た りする と怖が っ て い るように思

う ｡ / すべ て の ル ー ル に い つ も例外がある こ と を理解しなけれ ばならない ｡ 私 たちは何の 権

利 もない ように思う｡ / 病気の 時､
一 人家に い る の が寂しか っ た ｡ / 日本人の 学生 ( とくに

工学部) はち ょ っ と冷た い ような感 じがする ｡ / 旅行に行っ た とき に､ 国に よ っ て 派閥が 出

来る現象が あ っ た が､ 先生 たちは知ら ぬ顔を して い た ｡ 学費免除の教務課の 人 たちは親切で

は ない ｡ / 時間が足りな い と思う｡ 授業も多い し ､ アル バイ トもある し｡ / 日本人の 学生 は

親切 だが ､ 何となく親友に はなれない と思 い ます｡ / 日本人が必要以上 に優しく してくれ る

こ と ｡ / 留学生に対する ア パ
ー トの貸 し出し拒否の 実態｡ 分別 ゴミ に対して 一 方的に留学生

の せ い にする｡ 国際課の 国際化が必要だと思う ( 事務) ｡ / 新大で の 留学生活は だ い た い よ

か っ た けれ ど､ た だ少数の 日本人学生 と先生 は ､ 外国に対する偏 見を学生まで持 ち込ん で い

やな思 い を した こ とが あります｡ それ はや はり相互理解が必要だと思 い ます｡ / 相手の 気持

ち がわ からなくて不愉快な こ とになりま した ｡ / 自分で しなけれ ばならなか っ た の で ､ 時々
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どうすればい い かわ からなか っ た ｡ / そもそも文化が違うの で ､ 戸惑 っ たり､ 違和感や不愉

快な気持ちを感じた りする の は当たり前だと思う｡ 同じ国の 出身の 人で さえたま には 同 じ気

持ち になるか ら｡ 原因は か ､ と思う｡ それぞれの 人格か な｡ / 新潟は静か な町だと思う｡ /

私 は ム ス リ ム の女性で頭 をス カ
ー

フ で か ぶ っ て い る せ い か ､ なか なか バイ トは 出来ませ んで

した ｡ こ れは差別だと思 い ます｡ / 図書館の 時間を長く して欲 しい ｡ 私費留学生 の た め の 奨

学金 が少な い ｡ / 言葉使 い が悪か っ たり ､ 又 は ニ ュ ア ン ス の 違 い により ､ 知ら ない うち に人

に誤解された こ と が あ っ た ｡ / 今まで日本人は自分の 意見を言うと き､ とくに自分の 言 っ た

こ と に よ っ て相手が傷つ かない ように心が ける と思 っ て い ました が ､ そうで な い 人 に何人か

会 っ た の で戸惑い がありま した ｡ / 日本の お年寄りの 人 はと て も優 し い が ､ 先生た ちは とて

も厳 し い と思 い ます ｡ / 自分 の 直接的な言 い 方で ､ 日本人たち はよ く惑う ｡ / 同 じ留学生 で

あ る の に ､ 国籍が違 えば､ 接 して く る 日本人の 態度 は明らか に違うこ と もあります｡ 少し

シ ョ ッ クを受けます｡ で も更 に頑張ろうと思うように な っ たり､ 刺激に もなります｡ / 日本

人及 び日本語の あい ま い さが時に どう理解して い い か わか ら か
- ときが ある ｡ / 中国と 日本

は隣国で あり ､ 歴史を鏡とすべ きで ある ｡ 共に美しい 未来を作り上 げよう｡ / 不愉快な こ と

は
､ 日本人 はあまり にも倣慢すぎる こ とで ある ｡ 友人の 話によ れば､

一 人 の 日本人 はび っ く

り して言 っ た そうだ｡ ｢ ア メ リ カ にも マ ク ドナ ル ドが ある の ? + と ｡ こ の こ と は に日本人 の

無知と倣慢さを表わ した もの で あろう ｡ / 困難なこ と は言葉が通 じ か
- こ と ｡ 時間が経つ と

解決するだろう ｡ / 授業科目には ､ 全く得るもの が か 1 もの もある ｡ / い ろ んな こ とが気に

なる の に ､ 納得 い く答えを聞 い た こ と がな い (質問に対 して きちん と答えて くれ な い) ｡ /

パ ー

テ ィ な どを通 じて日本 の伝統文化を知る こ と が 出来た ｡ / 英語の 出来る 日本人と い い 交

流 が出来ま したが ､
しか し､ ほと ん どの 日本人学生 は余り親切で は なく ､ とく にア ジ アか ら

の留学生を差別する傾向がある ｡ / 日本人は親切 で丁寧で ､ 私た ちの 家族を助けて くれま し

た ｡ / 友人を作るの が とて も難 しい ｡ / 私の 傍に座 る の を避ける人たちが い る ｡ ある時､ 白

山公園の 近くの橋を渡る とき ､ ある女性が橋を渡ろうと して い る の に ､ 私 に気が つ い て ､ 橋

を渡らなか っ た ｡ / 日本人 の先生や 友人とホ
ー ム ス テイ先の ホ ス トと

一

緒に交流 が 出来る の

は い い こ とで ある ｡ / 国際セ ン タ ー (事務) で英語の話す人が欲 しい ｡ / 地域 の 人 たちの 交

流 の 参加した こ とで ､ わか っ た こ と は中年以上の 独身男性は留学生 との 交流を通 じて結婚相

手を探して い るようだ ｡ こ れに は反感を覚えた ｡ /

Ⅳ - 3 6 韓国と
一

番近 い 国で ある 日本をも っ と も っ と知りた い ｡ 国際交流 に役立ち た い ｡

日本と 関連ある仕事に就きた い ｡ / 留学は考え方を広く し､ 地球市民と して成長する ｡ / 留

学はキ ャ リ アの ため に役に立 つ ｡ / 新大で も っ と勉強する こ と は ､ ドク タ ー へ の ス テ ッ プと

なる ｡ / 新大は だんだん国際大学にな っ て きて い るの で ､ 外国人 が必要なイ ン フ ォ メ
ー シ ョ

ン は英語でも書 い て欲 しい ｡ / 科学や文化につ い て ､ 海外で勉強で きる経験は好ま し い ｡ /

日本で の 研究が自分の 国で い い 仕事を見つ けるチ ャ ン ス になる ように願 っ て い る ｡ / 将来修

士課程を卒業後 ､ 有能な資格を得て ､ 就職する と思う ｡ / たくさん のリサ
ー

チ フ ァ ン ド､ 奨

学金 が欲し い ｡ / 英語に よ る授業をた くさ ん増や して欲 しい ｡ / 外国留学は学生 に と っ て最

もよ い研 究､ 勉学の 経験 を与える ｡ そ してそれは将来の キ ャリ ア に役に立 つ ｡ / 新大で の す

-
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ベ て の 経験は我々 の 将来に役に立 つ もの で ある ｡ / 新大で の 勉学､ 研究生括は ､ 私の 今後の

研究生活に大きな刺激 を与えてくれた ｡ / 外国人留学生 に対する支援､ 援助は今以上 に必要

で ある ｡ とくに英語に よ る支援である ｡ 大学の ル
ー

ル ､ 学則などを英語で書い て欲しい ｡ /

日本 で勉強 した こ と を将来の キ ャ リ ア に生かす こ とが 出来る ｡ / 私 の研究室 の 設備 はそんな

によくない と思う ｡ 多く の所中国より劣る｡ ただ基本的な設備 は中国よ りも い い ｡ 例えば水

回りや ガス ､ それ の トイ レに は常時紡が置 い てあ る ことな ど｡ 中国に帰っ た と しても ､ 超え

られ ない と こ ろが ある ｡ 数年日本に い て ､ 日本や 日本人を理解する こと は ､ こ れ か らの 交流

に役立 つ に違 い か ､ ｡ / 日本 の 文化 ､ 習慣な どを教 える こ と が出来る ｡ / 日本の 仕事ぶりな

どを理解する ことが出来た ｡ / マ レ
ー

シア に は 日本の会社 がた くさ んある の で ､ そこ で活躍

した い ｡ / と ても役に立 つ と思う ｡ / す ごく役 に立つ と思 い ます ｡ / 見聞が広 が っ た か ら､

将来選ぶ 道も広くな っ た と思 い ます ｡ / 言葉を生 か した い ｡ / 日中友好の た め に ､ 両国の こ

とを互 い に理解 した い ｡ / 留学生 に対して オ ー プ ン に接する こ と ｡ / 近代科学の 知識を身に

つ ける こ と は ､ 将来私の 国の 学生 に効果がある ｡ / 人生経験だと思う｡ 良い と こ ろも悪 い と

こ ろもある ｡ / バ ン グ ラデ イ シ ュ に帰っ て ､ 大学で教えた い ｡ / 将来日本で学んで い い こと

を私 の 国にもた ら した い ｡ / 日本人学生 は英語 でも コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンはうまくで きる ｡ /

自分 の 国で留学で学んだ経験や知識を使うこ と が 出来る ｡ / 新大図書館に は英語の 専門書 は

少な い が､ 私た ちは英語 で授業が受けられる ｡ / とて もい い 経験だ っ た ｡ 招待 の研究に ､ こ

こ で 習 っ た こ と を活用す る つ もりで ある ｡ 私 は自分の 仕事が ､ 日本と関連する仕事だ っ たら

い い と思う ｡ / 外国で勉強する こ とは文化的､ 科学的交換だと思う｡ / 役に立 つ と思う｡ /

よりよ い 就職｡ 日本は私 の 国で はと てもよ い 評価になる ｡ / た ぶ ん い い 経験 になる と思う｡

/ 留学はネ ッ トワ ー

ク を作り､ 又知識や技術を増やすこ とにな る ｡ / それぞれ の 学部で英語

で もカ リキ ュ ラ ム が あり ､ それ は留学生 にと っ て役に立 つ と思う ｡ / 日本で は研究の 機会を

得た ｡ 私の 研究 は国に戻っ てか らも学術的な活動を続けるき っ か けとなる ｡ / 留学してか ら

日本と日本人 に つ い て理解を深め た ｡ 日本人 に好感を抱 い た ｡ 将来中日友好の ため に努力 し

た い ｡ / 日本語能力を使っ て就職した い と思う ｡ / 世界観､ 人生観の 見方に つ い て大変役に

立 っ た ｡ / 日本で勉強 した意識が中国の 発展に役に立 つ ｡ / 日本か ら学ん だこ とを マ レ ー

シ

ア社会で教え ､ 日本社会が欠けて い る部分を日本人 に教える つ もりです｡ / 国 に戻 っ て大学

の 先生に なり ､ 日本の 文化､ 文学を広げた い です｡ / 私の 宝物になる と思う｡ / 来たと きか

らずっ とこ の 間題を考えて い る ｡ で も今まで答えるこ とが 出来 か ､ ｡ / 今従事 して い る研究

をや り続けた い ｡ / 何でも挑戦する こ とが 出来ると思う ｡ / 日本で の留学は ､ 将 来アメ リカ

へ の留学に非常に役に立 つ もの だと思う｡ / 将来国に帰っ た ら､ 大学また は研究所に勤めた

い の で
､ 日本 の 活発 な教育方式､ 例 えば､ 研究室 中の セ ミ ナ ー 活動な ど､ 又情報交流を重視

した り､ 厳密な考え方は ､ 今後の研究生括に役に 立つ もの と思う｡ / 視野を広げ､ 国際理解

教育の 研究は ､
■
将来自分が教育に従事しても自信を持ちながらや っ て い ける と思 い ます｡ /

生 まれて初 めて の 留学生括なの で ､ い ろ んな面で成長しま した ｡ / 自分の 国で は経験で きな

い こ とがたくさん あり､ 人 間的に は成長した と思う｡ / 将来の 就職に プラス の効果がある ｡

/ 日本人とビ ジネス の仕事がやりた い ｡ / 日本 で身につ けた知識を活用 した い ｡ / 考え方が

-
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第二 回新潟大学留学生 ア ン ケ
ー ト調査 に よせ て

広くな っ た ｡ 国際的感覚も身に付 い た と思う｡ / 留学の 経験は将来の 人生 に対して プラ ス に

なる と思 い ます｡ こ れから どんな困難に直面すると して もや っ て い けます｡ どんな人とつ き

あうと して もうまくや っ て い けます｡ / 自分を信 じれば異国で も成功 で きる ｡ 自信を持 っ て

頑張る こ と が大事｡ / 自分の 所見､ 所感を台湾の 人に伝える ｡ / 今回の 留学は私 の 人生 その

もの を変えました ｡ / 日本に来て初 めて
一

人暮らしをして ますの で ､ 人間的に成長で きる と

思 い ます｡ / い い 経験 になる ｡ / い ろ い ろ な知識を身に つ けて ､ 国際性の 人材になりた い と

思 い ます｡ よく勉強するだけで なく､ 様々 な活動に参加した い ｡ / 明る い 未来だと思う｡ /

就職す ると きになんか長所がある ん じゃ な い か なと思う｡ /

私の 人生が こ れか ら変わる と思 い ます｡ / い ろ い ろ な面から見ると ､ 日本に留学して よか っ

たと思 い ます｡ た だ勉強 の 面 は満足度が1 00 % で な い から､ ち ょ っ と だけ悔 い が残 っ て い ま

す｡ / 日本で身に つ けた知識を実際の 国の 科学に活用する ｡ 日本で の 体験が 日本とも交流 に

生か せ る ｡ / 日本語能力と専門知識 が十分に役に立 つ ｡ / 日本に 関係する仕事に従事 した

い
｡ / 今回の 留学 は私 に と っ て

一 生 の 貴重 な経験 だと 思 い ます｡ 日本 に対する理解が深 く

な っ た ｡ 帰国後の生活にも仕事にも役に立 つ ｡ / 就職 ､ 進学に役立つ と思 い ます｡ / 今回の

留学を通 じて ､ い ろ い ろ勉強で きて ､ 自分 的には大きく成長して きた と思う｡ / 帰国後､ 日

本の 文化と 日本人の 友情を中国 の 人々 に伝えて ､ 今の研 究を続けて より よ い 社会や 国際交流

に貢献した い と思 い ます｡ / 将来日本語教 師になりた い と思 っ て い ます｡ 教える側 に立 っ た

とき､ 学習者が どん な点に因 っ て い るか と い うと こ ろが少 しなが らわか っ た ような気が しま

す ｡ 帰国後 こ こ で得たもの を ､ 生か して い けるように務 め る こ と も大事だ と思 っ て い ます ｡

/ 留学生活は とて も難 しい ｡ / よ い 職 に就くこ と が 出来なくても自分は満足 して い る ｡ / 私

に大きな影響を与えて い る ｡ / 日本の 文化に はすばらしい もの がた くさん あります｡ それを

母国の 若者に紹介した い と思 い ます｡ 又日本で鍛 えられ て達 しくな っ た自分 は ､ 困難 に立ち

向かうこ とが 出来る と思 い ます｡ / 学校の 先生 に な っ て若 い 世代に し っ かり教 えて い きた

い ｡ / 将来の 研究に積極的に影響を与える ｡ / 専門の 知識を勉強 した上で ､ 一 人で自立 して

生活する こ と に より ､ 自分が も っ と成熟した感 じがする ｡ / これか ら も海外で勉強 したり､

仕事したりした い の で ､ 今の 経験が ､ 今後外国生活で 困 っ た ときな どに ､ 大きな力に なる と

思 い ます｡ / 自己を鍛 え､ 視野 が広くな っ た ｡ / サ ポ
ー トの おか げで ､ 知識を高め る こ とが

で き､ 本当に日本を理解する こと がで きた ｡ 又 日本人の 品行な ど優れ た点を学ぶ こ と が 出来

た ｡ / 人生経験を広げる こ とが出来た ｡ / 国内で は学ぶ こ とが 出来なか っ た こ とを学ぶ こ と

が 出来た ｡ 日本人は非常に真面 目に事を行う ｡ これは私が学ん だことで ある ｡ / 多くの 助け

が あり､ 多く の もの を学んだ ｡ も っ とも学んだもの は ､ 人類 の道具 の
一

つ である言葉､ 日本

語で ある｡ / 多くの 知識を得た ｡ 人生経験が拡が っ た ｡ 日本人と 日本文化を理解した ｡ 将来

中日 の 医学の 交流 に貢献した い ｡ / 日本文化を理解し､ 日本語をマ ス タ ー した ｡ 今後中日友

好の た め に尽力 した い ｡ / こ の た び の 留学は私 に と っ て大変な経験 で した ｡ 1 0 年仕事を し

て ､ 又新た に勉強しました ｡ 国内で は この 年齢の 女性はおそ らく勉強なんか 出来ない で あろ

う ｡ / 非常に大きな経験｡ / 最大の 経験は 日本語を マ ス タ
ー で きた こ とです｡ 日本の 文化や

習俗は基本的には理解しま した ｡ 可能ならば今後の 仕事に役立て た い ｡ / 日中友好の た め に

-

2 1
-



柴田 幹夫

働 きた い ｡ /

Ⅳ
-

37 新潟大学はもう少し留学生を受け入れ て欲 しい ｡ / 国際的なイ メ
ー

ジ と考え方を

共有する｡ / 新潟大学は我 々 に い ろ ん な影響を与えた ｡ / 留学生 に適 して い る大学だ と思

う ｡ / 新大は勉学に と っ て は ､ 場所と して も､ 人と しても ､ 物と して も
一

番い い 大学で ある ｡

私たちは こ の 大学を忘れな い ｡ / 留学生に とても影響がある ｡ / 学生 によ い ア ドバイ ス をし

た ら､ 留学生 たちは喜んで こ こで勉強す ると思う｡ / 留学生 は新 しい 物の 見方を持 っ て い る

と思う｡ つ まり世界に は い ろ い ろな見方があると いう ことだ｡ / 新大は ､ 研究 ･ 健康 ･

日本

語な どで留学生をサポ
ー トしてくれ た ｡ / 新大は留学生と っ て い い 大学だ｡ / 学術的な専門

分野に進む こ とが出来た の で ､ 将来の 仕事に自分の 知識や経験を生か した い ｡ / こ の 質問に

答える の は私 に は早す ぎる ｡ / 新大や 新潟市は勉強す る には い い 環境だ と思う ｡ 主な不自由

さは ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問題で ある ｡ / すばらしい ｡ / 印象的 ｡ / い い 影響を与える ｡

/ 留学生全員の こ と に つ い て言えな い ｡ / 効果的 ｡ / 十分 な影響を与える と思う｡ / 精神力

と頭脳を育て る ｡ / よ い 影響を与える と思う｡ / 国際交流会館の 多目的ホ
ー ル で の パ

ー

テ ィ

やイ ベ ン トは友人関係を作る の に重要 だと思う｡ / 新潟に戻 っ て来たくな い 人もい る ｡ / 国

際的に役に立 っ て い る と思う｡ / 国際交流 に影響を与えた ｡ / 国の 文化交流が 出来 る ｡ / 国

際化した ｡ / 本人の 自尊と自愛及び自強を敬 い ､ 処す べ きと こ ろで あ る ｡ / 新潟大学は い い

大学だと 日本人 はよく言う ｡ / 新潟大学には多くの 固から留学生 が来て い るの で ､ 大学の 多

様化､ 国際化を今以上 に図る べ きで ある ｡ / 新潟大学の 大部分はうまく動 い て い る ｡ しか し

部局 に よ っ て シス テ ム が異 なる の で ､ 全体と して標準的な シ ス テ ム が い る ｡ / 活動や プロ

ジ ェ ク トを 一 緒にする こ とで相互 に影響しあえる ｡ / 留学生 は大学の発展 と国際化に役に立

ちます｡ / 新潟大学の 学生は ､ い ろ んな国の 人と つ きあえる こ と が出来る と思 い ます｡ 外国

に出なくて も､
い ろ ん な国 につ い て わか る機会が ある と思 い ます｡ / 影響が増加 した ｡ / 交

際交流 に貢献して い る と思 い ます｡ / 文化交流と 国際交流 の 影響が大きくなる ｡ / 留学生の

意見を聞かない 大学の 姿勢が続くなら影響がな い だろう ｡ / 国際化になる の で はな い か と思

い ます｡ / 国際交流 の 促進 ｡ / 新潟市は国際的な町で はな い と思う｡ それで留学生は 日本人

に外国人と話すい い チ ャ ンス を与えるか も知れな い ｡ で も新潟大学は どの ような大学に なり

た い か わ か らない ｡ そして留学生が多くなる こ とが い い か どうか わか らない ｡ / 日本の 学生

に外国の 習慣､ 文化､ 考え方を理解させ る ｡ 外国人と の 交流機会を与える ｡ / 日本以外の 国

の 文化な どを伝えられ ると 思う｡ / 新潟大学だけで なく ､ 新潟市をよ り国際化に して い る こ

とろ は とて もよ い と思う ｡ こ れだけの留学生が い る の だか ら､ も っ と日本人と留学生 の 交流

する き っ か けを作る べ きだと思う｡ / い ろ い ろの 国の 人の 考え方と新し い アイ デ アを集める

こ とが出来る ｡ / 日本人の 学生達に 国際交流と国際理解を深め た と思 い ます｡ 留学生 の 数は

新潟大学の 国際化に影響を与えて い る ｡ / 新潟大学の 国際化が進む ｡ / 留学生 は普通 の 日本

人と考え方が違う場合が多 い ｡ だか ら新潟大学の 人は これを見て役に立 つ と思う ｡ / 国際的

な大学になるた め に は留学生 の存在は欠かせ な い もの だと思 い ます｡ 新潟大学に い る 日本人

学生 に対して は ､ 留学生との 交流を通 じて ､ 外国文化をよりよく理解で きる ｡ / 留学生 には

もう少 し頑 張っ て もら い た い ｡ もう少 し勉強 に励ん で欲しい ｡ / 多国籍寡囲気を もた ら し
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第二 回新潟大学留学生 ア ン ケ
ー

ト調査 に よせ て

た ｡ / 外国をそんなに遠く感 じなくな っ た と思 い ます｡ / 留学生 は自分 の 国の 文化を日本人

の学生 に紹介する こ と が出来る し､ 新潟大学の こ とも自分の 国の 人 に紹介で きます ｡ 新潟大

学の 国際化に役立ちます ｡ / 世界を見る視野が広が る ｡ / 新潟大学は国際化大学にな っ た ｡

/ 国際化だろう｡ / 新潟大学の 実力を高め る か も知れませ ん ｡ / あん まりな い で しょう｡ /

も っ と豊か になる ｡ / い い 影響｡ / 留学生の 数が多くなれば ､ 新潟大学は有名に なります｡

/ 外国 へ の視野を広め た と思う｡ / 留学生の お か げで新潟大学は 国際化が進み ､ 全国 で の レ

ベ ル が高ま ると思 い ます｡ い ろ い ろの 国の留学生が新潟大学で勉強 して い ると 同時に ､ それ

ぞれの 国の 文化､ 習慣も新潟大学に伝えて い ます ｡ 活性化を促進すると思 い ます ｡ 新大に い

る日本 人学生に外国の 文化や言葉な どを勉強 して ､ 理解 して い く機会を与えて い る と思 い ま

す ｡ / 日本人か ら見る と ､ 新大が国際化大学の イ メ
ー ジを持っ て い るの で ､ 新大に入学希望

の 学生 が増える ｡ 留学生 は新大とその 留学生の 国との 架け橋と なる ｡ / 新潟大学の 教育シス

テム が少 しずつ 国際化に変わ りま した ｡ 先生方も留学生 の存在を認め て ､ 日本語 の 余り出来

ない 学生 にも優 しく してくれ ま した ｡ / 恵み を受けた私 たちは将来必ず新潟大学にも恩返 し

をしようと思 い ます ｡ 日本人の 学生或い は学者と の 交流 がずっ と 出来る と思 い ます ｡ / 留学

生を受け入れる こ と は ､ 大学に たくさん の 課題 を与えた もの と思 い ます｡ 大学と して ､ 手を

焼 い て い る こ と もあるで し ょうが ､ 国際化が 進ん で い る 中､ 留学生 の存在は ､ ますます重要

視さ れ るで し ょう｡ / とく に大学院で は大きな支えにな っ て い る と思う｡ / 自分の 国の こ と

を新潟大学の学生 に紹介する ｡ / 少子化して い る 中で ､ も っ と大きな役割を果たすの で はな

い で し ょうか ｡ / 日本人学生が身近 に国際交流 が 出来る ｡ / 新潟大学は留学生に よ っ て さら

に開放され ､ 他国の風土 ､ 人情を理解さ せ るようになる ｡ / 新大を更に 国際化させ ると共に ､

文化交流を深め る ｡ / 留学生 は新潟大学の 重要な構成人員 である ｡ / 異な っ た 文化を引き寄

せ る こ と によ っ て ､ 新潟大学の 国際化を豊富なもの にさ せ る ｡ / 国際交流 の促進 ｡ / 薪潟大

学の 国際上 の 地位と知名度を向上 させ る ｡ 日本文化及 び新潟大学の 進 んだ技術 を伝える こ と

によ っ て ､ 新潟大学を国際化の 方に推 し進め る ｡ / 新大を世界に知ら しめ る と同時に世界に

新大を知ら しめ る ｡ 留学生は こ の橋渡 し的存在で ある ｡ / 各国の留学生 に自国の 文化知識を

日本 にもたらす｡ / 国と国の 間の 理解と交流を深め る ｡

/ 国際化が進ん で 行くに連れ て ､
こ れか ら新潟大学も留学生の 数が増えて い くと思 い ます ｡

留学生が専門を学び ､ 日本文化に慣れ て い くた め の ､ よりよ い サポ
ー トが大学の 方に必要 に

な っ て くる と思 い ます｡ /

Ⅳ - 38 も っ とイ ベ ン トが あると ､ 日本 に つ い て詳しく知る こ とが出来る ｡ / ボ ラ ン ティ

ア グル ー プの協力｡ / 日本人の 学生 はと ても訓練がなされて い て ､ 頭が よく ､ 多く のイ ベ ン

トをうまくや れる ｡ しか し時々英語が出来な い ｡ / 留学生 に提供できるサ
ー ビ ス ヤ アメ リ カ

ヤ ヨ
ー

ロ ッ パ な どの 生活に つ い て勉強 して欲し い ｡ そうすれば違 い の大きなこ と に気づ き､

日本で暮らす の が大変な こ とが わ かる ｡ / 新大と私 の 国の 大学が研究や その 他の こ とで ､ 協

定を結ぶ チ ャ ンス は あるだろうか ｡ / 個人的な意見だが ､ 新大は と ても広い の で好きだ｡ /

多く の 先生方と英語 で話 した い ｡ / ホ ス トフ ァ ミ リ
ー の 組織化｡ / 大学の ホ

ー ム ペ ー

ジ は

日本語 日母語者にも っ と親切で ある べ きで ある ｡ / 国際課 は留学生 に好意的な態度を取っ て
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欲 し い ｡ 少なくとも留学生が オ フ ィ ス に入 っ て きた ら ｢ こ ん にちは+ と声をか けて欲し い ｡

/ 大学は 時々 留学生 と 日本人学生を会わ せ る ような企画を持 つ ベ きで ある ｡ / とてもすば

らし い ｡ / 大学の ボ ラ ンテ ィ ア活動は益 する こ と大である ｡ 国際交流会館の イ ン タ
ー

ネ ッ ト

接続に つ い て は満足 で はな い ｡ 国内の 学生 よりも留学生はイ ン タ ー ネ ッ トの情報を入手し､

母 国の 家庭 に連絡する必要は多い と思われるか ら｡ / 国際的な環境が必要で ある ｡ / み んな

が留学する こ とが大切 だ と思う｡ / 友好的な環 境は必要で ある ｡ / 国際交流会館の 多目的

ホ ー ル で の 音楽を許可 して欲 しい ｡ ほかに どこ で 学生達は パ
ー

テ ィ を楽しむの か ? / 図書館

に コ ン ピ ュ ー タが少ししか ない ｡ 英語で使える コ ン ピ ュ
ー

タや プリ ン タ ー をも っ と増 やすべ

きだと思う｡ / 英語や 中国語また は他言語 の 翻訳があれ ば本当に助か る と思う｡ 少なくとも

国際課や 国際セ ン タ ー の ス タ ッ フ は英語で コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 出来る よう勉 強すべ きだ｡

また留学生 と日本人との 活動は励まされる ｡ / ホ ス ト フ ァ ミ リ ー は コ ン ピ ュ ー

タを使 っ て協

力して い っ た方が よ い ｡ / 新潟の 生活は楽 しい が ､ 問題 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン である ｡ なぜ

なら英語は余り話されて い ない か ら｡ / 食堂 の食 べ 物を安く して 欲し い ｡ / 他の 大学より競

争力が上が っ て欲しい (知名度な ど) ｡ / 国際セ ンタ ー の 教員及び職員は留学生 に優 し い 心で

接 して頂きた い ｡ / 私 に友達 はア ル バイ トの こ とで 因っ て い る の で ､ よか っ た ら学校からア

ル バ イ トの 先生を設置 して留学生 に ア ル バ イ トを紹介して頂けませ ん か ? / 研究に必要な最

低 レ ベ ル の 条件に な っ て い な い (経済学部) ｡ 支援ボ ラ ン ティ ア の 組織化が必要｡ / 日本の 悪

口 ばかり言う中国人 が ､ 高額奨学金が もらえ る こ とに理解で きない ｡ / 国際交流会館の 多目

的ホ
ー

ル の 利用が厳しくなり ､ 交流 の場 が少なくな っ た ｡ ならば ､ 国際課主催の 交流イ ベ ン

トを企画して欲 しい ｡ / こ れか らも日本語教育に 関心を持つ 人 が増えると思 い ますの で ､ そ

う い う人の た め に ､ 国際セ ン タ ー

に修士 ･

博士 課程が 設けられ た らと思 い ます｡ / ボ ラ ン

テ ィ ア活動の 組織化な ど｡ / 新潟大学が更 によくなる ことを望み ます｡ / 医学部の 交流活動

を増や して欲し い ｡ / ボ ラ ン テ ィ ア活動は多くの 私費留学生 に対して行わ れる ベ きである ｡

/ ボラ ン ティ ア活動は私費留学生達 に向けて組織され るの で は なかろうか ? / 留学生の 活動

の 情報は公平で ある こ とを望みます｡ 2 月の ホ ー ム ス テイや ス キ ー の 情報は ホ ー ム ペ ー

ジ上

に公開されて い なか っ た ｡ / 更 に留学生と日本人学生 との 交流活動を深め て欲しい ｡ / ボラ

ンテ ィ ア活動は も っ と多く ､ 窓口もも っ と多くして欲しい ｡ / 全体的 に他地域 に比 べ て ､ 留

学生対象の情報が足 りない と思う ｡ ホ ー ム ペ ー ジを見て も､ まだすべ て の メ ニ ュ ー

が完成さ

れて い ない し -
- -

｡ / 人と人 の 出会う場所､ チ ャ ンス をも っ とも っ と作 っ て欲しい です｡

/ 留学生 にまつ わる情報を速く､ 且 つ 効果 的に発布すること ｡ / 支援ボ ラ ン テ ィ アの 組織化

するこ とを願 い ます｡ / 地域 と の交流 ｡ / 新潟大学とは直接に 関係な い ですが ､ 2 0歳以下の

留学生 は携帯電話を買うことが出来ない の で 困りま した ｡ 何と か 出来ない で すか ? / 留学生

と 地域 の 人との 交流イ ベ ン トをも っ と増やす｡ 私費留学生の た め の 奨学金が少な い ｡ 佐渡旅

行 ､ ス キ ー 講習の ようなイ ベ ン トを増や した い と思 い ます｡ / ボ ラ ン ティ ア活動に関する情

報が少なくて ､ 参加したくても仕方がありませ ん ｡ 留学生の 施行先も佐渡だけで はなく ､ ほ

か の所も考えて 欲しい ｡ より い ろ い ろ なと こ ろ を見た い です｡ / こ れは希望で はある が ､

｢ a+ フう､ ら教えてくれる英語の 授業は 出来な い か な ｡ 日本に来て初め て外国人と の つ きあ い に
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英語が 必要かなと思 っ た ｡ 日本語 が出来ない 外国人も い る の で ｡ ホ ス トフ ァ ミ リ
ー と の 交流

が なか っ た の で ､
一

回ぐらい は交流 して み た い ｡ / 医学部は遠 い ですか ら ､ い ろ んな事を知

らなか っ た ｡ / 支援ボ ラ ン ティ ア組織を見つ ける情報が欲しい です｡ / 部屋探 しの 情報とそ

の 方法｡ / ホ
ー ム ペ ー ジ の 内容の 更新｡ / チ ュ

ー

タ
ー

制度を活用す べ きだと思 い ます｡ / 留

学生達を組織 してサ
ー

ク ル を作 っ て ､
ス ポ ー ツ をする こ と が楽しみ に なる ｡ / 今の 留学生 の

レ ベ ル が低す ぎると思う ｡ 何か対策は な い の で し ょ うか ? / 土 日祝 日な ど休み の 日 ､ 春休

み ､ 夏休み ､ 日本人は自宅 で気持ちよく勉強で きる し､ イ ン タ
ー ネ ッ トを使う こと が 出来ま

す ｡ 学校の 図書館が 閉館すると ､ 外国人学生 の勉強場 がなくなります｡ イ ン タ
ー

ネ ッ トを利

用 で き な く な る 人 が 多 い で す｡ / 新潟 大学 か ら の 情報 が 少 な い ｡ い ろ い ろ な 情 報

( H o m e st a y , e v e n t
- ) を知らせ てくれ た らも っ と い い と思う｡ / 留学生寮が足り な い ｡ / 図

書館の 本が古い ｡ / 修士以上 の 人に ､

一 人ずつ パ ソ コ ン を つ けて欲しい で す｡ / 物価が違う

た め ､ 留学生 ( 私費) は ､ 学校か らの 経済支援が要ります｡ 経済的な困難は大学で の 勉強 に

大きなマ イ ナス 影響を与えます｡ / ホ
ー ム ペ ー

ジ に学校近くの アパ
ー

ト情報 ､ 留学生向けの

就職情報な どあ っ た らい い なあと思う｡ / 図書館の 施設の 補充｡ / 授業料の 減免｡ 経済的負

担を軽減され た ら ､ 勉強 に も っ と集中 で きる ｡ / も っ と 日本語 の 授業を主催 して頂けます

か ? 今週 に 3 つ ある か らち ょ っ と少ない と思う｡ / 留学生 に日本の 生活習慣や風俗を教 えて

くれ る授業があ っ て欲 しい です｡ / こ れか ら もも っ と発展成長す る大学になりますように ｡

/ 渡日
一 時金 の 支払い が遅すぎる ｡ 出来れば国際セ ン タ

ー

が留学生 に どの ようなプロ グラ ム

を提供して い るか を知らせ なければ ならな い ｡ しか もその 連絡 は英語 でや らなければならな

い ｡ / 日本語教科書は ｢ 元気 2 + を使うの が い い と思う｡ プレゼ ン テ
ー

シ ョ ン に使う時間を

少なく して 欲し い ｡ 言語 と文化に力を入れて欲 しい ｡ / 表面的な交流 で なく ､ も っ と高 い レ

ベ ル で の 文化 的な交流を して 欲 しい ｡

3 おわり に

留学生を取り巻く環境は 国費留学生と私費留学生 とで は余りにも違 い すぎる ｡ こ の 違 い は

一 体 どこ か ら帰因する の か わか らない ｡ ひ ょ っ とする と運の 良さだけかも知れな い ｡ 私費留

学生 に と っ て多くの 不満や憤りは国費留学生 は恵まれすぎて い ると いう
一 点に ある ようだ ｡

国費留学生は余り勉強をしない と い うこ となの か ｡ 検証 をする必要 がある だろう｡

今 回こ の ア ン ケ
ー トを通 じて 見えた こ と は概ね 日本の 生活や 新潟大学で の 研究､ 教育体

制 ､ 大学の留学生 へ の 支援体制などに は満足 して い る とい う こ とが見えて きた ｡ た だ個別的

に は さまざまな問題も存在して い る こ とも衆知 して い る ｡ 見えて こ なか っ た 点は私費留学生

から の 回答がお よ そ半分で あ っ たの で ､ 私費留学生たち の 生の 声がなか なか伝わ っ て こ ない

と いう こ と は残念な こ とで あ っ た ｡ 我 々 留学生 に接するも の に と っ て最も大切 なと こ ろ は私

費留学生に対する ケアが できて い るか どうかと い うと こ ろ にあるか らで ある ｡ 言葉の 問題 ､

習慣な どに よ る戸惑い ､ 差別な どの ある 中で ､ 生活し ､ 勉学する と い う こ とは並大抵の こと

で は ない ｡ 異文化間の理解 - の 対応もまだまだ不十分で あると思 われ る ｡ 人間は社会的な動
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物で ある の で ､ 勉強や研究だけで留学生活をおくる ことはで きな い ｡ 日本の 社会の 中に溶け

込 む必要も出てくる こ と だろう｡ た だそうい うの が苦手な留学生も多くい る ことだろう｡ 日

本の社会に溶け込 む過程の 中で多くの 困難と遭遇 し､ それを克服する ことで異文化を了解す

る こ とがで きる はずで ある ｡ 我々 の 仕事はその橋渡しをする こ とで あ ろう｡

(付記) 国際セ ン タ ー 発行の 『ア ンケ ー ト調査報告書』 はまだ少し残部が ありますの で ､ 入

り用の 方は国際セ ン タ ー 柴田幹夫まで ご連絡下さ い ｡
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